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話題の本棚

わ
た
し
が
揺
ら
ぐ
季
節

　

春
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
〈
わ
た
し
〉
と
い
う
存
在
を
更
新
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
周
囲
の
環
境
が
変
わ
り
、
と
か
く
挑
戦
を

期
待
す
る
社
会
の
雰
囲
気
に
押
さ
れ
て
、
心
身
が
し
ん
ど
く
な
る
時
が
あ
る
。

川
上
未
映
子
の
新
作
は
、
日
常
の
中
で
不
意
に
わ
た
し
の
輪
郭
が
揺
ら
い
で
し

ま
う
瞬
間
を
捉
え
た
六
つ
の
小
説
を
収
め
た
。
穏
や
か
な
風
に
ひ
そ
む
花
冷
え

の
気
配
に
も
似
た
、
春
の
な
い
ま
ぜ
の
感
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

＊

　

コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る
う
ち
に
と
、
整
形
す
る
人
が
増
え
て
い

る
ら
し
い
。「
あ
な
た
の
鼻
が
も
う
少
し
高
け
れ
ば
」
は
、
美
容
整
形
を
め
ぐ

る
物
語
だ
。
主
人
公
の
女
子
大
学
生
ト
ヨ
は
、
凡
庸
な
顔
立
ち
が
ず
っ
と
不
満

だ
っ
た
。
パ
ー
ツ
に
手
を
加
え
れ
ば
、
本
当
の
わ
た
し
に
な
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
整
形
の
費
用
を
稼
ご
う
と
、
ト
ヨ
が
金
持
ち
の
男
と
飲
ん
で
ギ
ャ
ラ
を
得

る
飲
み
会
を
斡
旋
す
る
女
を
訪
ね
る
筋
書
き
は
、
思
い
が
け
な
い
展
開
を
経
て
、

「
顔
っ
て
、
な
ん
な
の
？
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
読
者
を
導
く
。

　

川
上
に
と
っ
て
整
形
と
い
え
ば
、
芥
川
賞
受
賞
作
『
乳
と
卵
』
や
、
そ
れ
を

発
展
的
に
書
き
継
い
だ
近
年
の
長
篇
『
夏
物
語
』
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

作
品
が
テ
ー
マ
と
し
た
母
親
の
豊
胸
願
望
は
、
娘
か
ら
「
お
母
さ
ん
の
人
生
は
、

わ
た
し
を
生
ま
な
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
や
ん
か
」
と
の
反
発
を
ま
ね
き
、
い
わ

ゆ
る
反
出
生
主
義
に
向
き
合
う
主
題
に
つ
な
が
っ
た
。
一
方
、
本
作
が
取
り
上

げ
た
顔
面
の
整
形
は
、
出
産
の
話
題
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
ど

こ
ま
で
も
操
作
可
能
な
表
面
と
し
て
の
〈
わ
た
し
〉
と
い
う
幻
想
の
う
ち
に
、

情
報
が
上
書
き
さ
れ
続
け
る
こ
と
で
か
え
っ
て
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に
な
っ
て
ゆ
く

現
代
社
会
の
相
貌
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
。＊

　
「
も
し
か
し
た
ら
明
日
、
こ
の
生
活
の
す
べ
て
を
そ
っ
く
り
変
え
て
し
ま
う

何
か
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
は
思
っ
た
こ
と
あ
っ
た
か
も
」。『
夏
物

語
』
に
は
、
そ
ん
な
台
詞
が
登
場
す
る
。『
春
の
こ
わ
い
も
の
』
の
収
録
作
は

い
ず
れ
も
、
新
型
感
染
症
が
世
の
中
に
波
風
を
立
た
せ
始
め
た
二
〇
二
〇
年
三

月
頃
と
思
し
き
舞
台
設
定
だ
。
春
の
到
来
が
た
だ
で
さ
え
も
た
ら
す
不
安
は
、

災
厄
の
兆
し
と
あ
い
ま
っ
て
、
不
穏
さ
を
増
す
。

　
「
ブ
ル
ー
・
イ
ン
ク
」
は
一
斉
休
校
が
言
い
渡
さ
れ
る
前
夜
を
描
い
て
い
る
。

男
子
高
校
生
が
昼
に
女
子
生
徒
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
を
紛
失
し
、
二
人
で
夜
の

校
舎
に
探
し
に
行
く
。「
手
紙
は
消
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
」「
君
が
失
く
し
て
、
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
彼
女
の
言
葉
が
印
象
的
だ
。
い
っ
た
ん
喪
失
し

て
し
ま
え
ば
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
物
事
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
の

「
日
常
」
も
ま
た
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
病
床
に
あ
る
女
性
が
甘

美
な
過
去
―
―
「
わ
た
し
が
わ
た
し
の
時
代
だ
っ
た
こ
ろ
」
―
―
を
思
い
出
す

別
の
二
作
と
合
わ
せ
て
、
読
後
の
背
筋
が
寒
く
な
っ
た
。

　

Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
が
詠
っ
た
よ
う
に
、
な
る
ほ
ど
「
四
月
は
残
酷
極
ま

る
月
だ
」（
西
脇
順
三
郎
訳
）。
さ
て
五
月
は
ど
う
だ
ろ
う
。
空
は
青
く
、
若
葉

の
緑
が
あ
ま
り
に
も
鮮
や
か
に
き
ら
め
い
て
い
る
…
…
。�

（�

投
稿
・
島
影 

）

�

（
二
〇
六
頁　

税
込
一
七
六
〇
円　

2
月
刊
）

春
の
こ
わ
い
も
の

川
上
未
映
子
著

新
潮
社
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話題の本棚

中
心
な
き
権
力
、指
導
な
き
運
動
。

　『
帝
国
』
を
巡
る
権
力
と
抵
抗

　

近
年
、
社
会
運
動
の
形
態
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ど
こ
か
の
政
党
や

組
織
が
計
画
す
る
運
動
は
影
を
潜
め
、
呼
び
か
け
と
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
た

名
も
な
き
人
々
の
運
動
と
し
て
人
々
は
声
を
上
げ
集
結
す
る
。
ま
た
権
力
の
側

も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
一
部
の
政
治
家
や
資
本
家
が
権
力
を
握
っ
て
い
る
と
い

う
図
式
が
見
え
に
く
く
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
下
で
格
差
は
隠
さ
れ

な
が
ら
も
深
刻
化
し
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
図
式
を
い
ち
早
く
提
示
し
た
の
は
『
帝
国
』（
以
文
社
）
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
か
つ
て
の
帝
国
主
義
と
は
違
う
「
帝
国
」、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
と

世
界
市
場
の
中
で
見
え
な
い
秩
序
を
形
成
し
て
い
く
中
心
な
き
権
力
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
は
時
に
新
自
由
主
義
と
呼
応
し
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
帝
国
に
抵
抗
す
る
新
た
な
運
動
を
ネ
グ
リ
と
ハ
ー
ト
は
『
マ
ル

チ
チ
ュ
ー
ド
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）
と
呼
ん
だ
。
単
一
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
持
つ
民
族
で
も
な
く
、
組
織
さ
れ
た
階
級
で
も
な
い
運
動
の
形
態
は
、
多

様
性
を
含
み
な
が
ら
も
社
会
的
生
産
の
担
い
手
と
呼
称
さ
れ
た
。
も
は
や
世
界

の
覇
権
を
ど
こ
の
国
が
握
っ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
「
帝
国
」
の
中
で
、
ど
の

よ
う
な
抵
抗
運
動
が
可
能
な
の
か
、
そ
の
カ
ギ
は
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
に
あ
る
と
。

　

そ
し
て
『
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）
で
は
、「
帝
国
」
に
よ

っ
て
搾
取
さ
れ
る
「
共
有
の
富
」
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
。
海
も
森
林
も
水
源

も
私
有
化
さ
れ
、
人
々
が
使
う
情
報
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
中
で
は
集
積
さ
れ
な
が
ら
取
引
に
使
わ
れ
て
い
く
。
帝
国

に
よ
っ
て
危
機
に
あ
る
《
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
》
の
為
に
、
再
び
運
動
の
必
要
性

が
述
べ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
で
は
運
動
は
成
功
し
た
の
か

　

以
上
が
ゼ
ロ
年
代
か
ら
描
か
れ
た
「
帝
国
」
を
巡
る
三
部
作
の
概
要
で
あ
る
。

中
心
な
き
権
力
と
指
導
者
な
き
運
動
を
書
い
た
図
式
は
そ
の
後
の
、
ア
ラ
ブ
の

春
、
エ
ジ
プ
ト
革
命
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ヴ
ズ
・
マ
タ
ー
と
い
う
実
例
の
中
で

説
得
力
を
持
つ
。
し
か
し
運
動
は
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
運
動
は
失

敗
し
、
時
に
よ
り
強
力
な
独
裁
体
制
へ
と
帰
結
し
た
。
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た

の
か
。
そ
こ
に
指
導
と
組
織
を
巡
る
、
運
動
の
反
省
点
が
浮
か
び
上
が
る
。
指

導
者
な
き
運
動
は
持
続
力
が
な
く
組
織
化
を
し
な
か
っ
た
。
指
導
と
は
何
か
。

本
書
『
ア
セ
ン
ブ
リ
』
は
思
想
的
に
新
た
な
民
主
主
義
を
考
察
す
る
本
で
あ
る

と
と
も
に
、
近
年
の
社
会
運
動
の
反
省
と
発
展
を
記
述
す
る
本
で
も
あ
る
。

　

ネ
グ
リ
と
ハ
ー
ト
の
面
白
さ
は
理
論
的
説
明
の
精
緻
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

最
前
線
の
運
動
に
参
加
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
直
面
す
る
権
力
の
問
題
と
運
動
の

模
索
を
思
想
的
に
描
い
て
い
く
所
に
あ
る
。
世
界
中
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
々

は
集
結
し
自
由
へ
の
声
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
共
通
性
は
あ
る
の
か
、
彼
ら

は
何
と
戦
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
運
動
の
可
能
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

度
々
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
デ
モ
運
動
を
シ
ニ
カ
ル
に
見
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
人
に
こ
そ
、
本
書
は
読
ま
れ
て
ほ
し
い
。
彼
ら
は
失
敗
の
中

で
冷
笑
に
陥
ら
ず
、
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
四
九
二
頁　

税
込
四
九
五
〇
円　

2
月
刊
）

ア
セ
ン
ブ
リ

新
た
な
民
主
主
義
の
編
成

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
、

マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
ト
著

水
嶋
一
憲
ほ
か
訳
　
岩
波
書
店
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　自分のことをどんな人だ
と思っていますか。自分自
身を、ありのまま受け止め
られていますか。
　大学生ともなれば、もう
「自分」について十分理解
しているかもしれない。清
水あやめもそうだった。自分は「普通の人」
にはなれない。だから周りの話題についてい
けなくても、おしゃれが分からなくても構わ
ない。特別な感性を持つ一握りの人間の、払
うべき代償なのだ。藤本昭彦はいつも友達に
囲まれている。みんなのことが好き。友人に
向けた悪口には、例えその場だけのものだっ
たとしても、決して同調したくない。
　あるいは大学生には、まだ正面から向き合
ったことのない「自分」がいるかもしれない。
思い込んでいた自分像が崩れる瞬間。それは、
唐突にやってくる。清水はコンクールに落選
しても泣けなかった。誰かと待ち合わせをし
ているあの人を目で追ってしまう。私は本当
に、絵の才能以外を望まなかったのか……？　
藤本は友達が帰るやいなや、「溜まり場」と
呼ばれていた家の鍵をガチャンと締めた。も
っと、孤独になりたい。世界の当事者になん
か、なりたくない。
　誰しも、傷つけられないように大事にしま
っておきたい一面を持っている。その隠し持
った自分と対峙すべき瞬間は、移り変わる環
境や人間関係に揺すられて、ふとした時に訪
れる。著者はその地味で鈍い痛みを優しくな
ぞる。どうしようもなくなって部屋をめちゃく
ちゃに散らかしたくなって、でも後で片付け
ることを考えてしまう、中途半端な自分。結
局、自分自身を生きていくしかないのだ。そ
のことに絶望したとしてもあなたは大丈夫だ。
この本がきっと寄り添ってくれる。� （�茫漠 ）
� （432 頁　税込 836 円）

光待つ場所へ
辻村深月著

講談社

　

長
か
っ
た
受
験
勉
強
が
終
わ
っ
て
、
晴
れ
て
私
も
大
学
生
！　

キ
ャ
ン
パ
ス
の

門
を
く
ぐ
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
別
世
界
。
老
い
も
若
き
も
、
誰
も
が
自
由
に

探
究
し
て
い
た
。
何
を
？　

青
春
を
、
学
知
を
、
世
界
の
深
部
を
―
―
無
尽
蔵
の

喜
び
が
、
僕
た
ち
の
胸
を
黄
金
色
に
満
た
し
て
く
れ
る
。
だ
が
そ
の
日
々
は
あ
ま

り
に
も
早
く
過
ぎ
ゆ
く
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
本
を
手
に
取
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
大
学

生
に
な
ろ
う
。
実
際
に
受
験
も
で
き
る
の
だ
か
ら
。
さ
て
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
大

学
生
活
を
送
り
た
い
？�

（�

と
よ 

）

特集

大学生
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　大学生になった人たちが
「青春」という言葉を聞く
と少しむず痒いかもしれな
い。青春とは制服を着てい
たあの頃で、自由とともに
押し付けられた不自由を感
じていた過去の姿なのだと。
青さは常に振り返られるものであり、渦中に
いるうちは感じられないのだろうか。
　本書の舞台は大阪の郊外、茨木市に新設さ
れたばかりの大学。その一期生椎名燎平は、
何事にも受け身であった。入学するかどうか
も決めかねていた椎名は、洋菓子店の一人娘
佐野夏子と出会うことで入学を決めた。一目
惚れからはじまったキャンパスライフは常に
成り行き任せであった。夏子としゃべる口実
の為にテニス部に入り、新しい仲間に囲まれ
て新しい大学の新しい部活に有り余った時間
とエネルギーを費やしていった。若者たちの
スポーツと恋は、一瞬の煌めきを見せていく。
　人はいつまでも青いままではいられない。
新芽もいつの日か散らなくてはいけないよう
に、可能性を抱いている若者もいつか不可能
性を背負った大人になってゆく。成長を望み、
自らの未来を選んだ若者は、まさにそのこと
によって青さを喪っていく。「自由と潔癖こ
そ青春の特権ではないか」。いつか散ること
が分かったうえで、自由とともにある潔癖と
はどのようなものだろうか。
　本書の出版は 1980 年代初頭。携帯電話が
流行る前の懐かしい大学生活だが、描かれる
葛藤や喪失は今の大学生が読んでも共鳴する
部分が多いだろう。恋もスポーツも学問も、
これからの大学生の前には数多の可能性が開
かれている。可能性の前に困惑しよう、そし
ていつか終わると知っているからこそ、この
日々を咲かせていこう。� （�投稿・なーが ）
� （上巻　320 頁　税込 704 円）

　大学生活とはどんなもの
か。勤勉で活動的な学生た
ちが、和気あいあいとキャ
ンパスで交流するような�
――いや、ちがう。主人公
の「彼」は、父を亡くし叔
父のもとでそれなりに良い
暮らしを送っている大学生。いい机や椅子が
用意されており、勉強するには申し分ない。
しかし彼は部屋にこもり、勉強はろくにせず
小説ばかり書く怠惰な大学生なのだった。
　彼の書く小説は、小説家トレリスが小説を
書くというあらすじだ。しかし、トレリスが
綴る物語に不満を持ち始めた登場人物たちが、
むしろトレリスを題材とする小説を書き進め、
登場人物たちは自分の未来を変えていく。小
説の中の小説の中の小説――。読者はアイル
ランドの神話世界から大学生の平凡な日常生
活まで、読書を通じて体験できてしまう。ま
た、このような入れ子構造になっている本書
の構成以外にもユニークな点がいくつかある。
本書には目次がないうえに、ところどころが
太字、更に箇条書きがなされている箇所があ
る。まさに実験小説

0 0 0 0

である本書は、アイルラ
ンドの古典として必読である。
　本書の魅力を特集に即していうならば、彼
と叔父の描写であろう。叔父は敬虔なキリス
ト教徒で、ろくに勉強しない甥を哀れに思う。
一方の彼も叔父に対して心の中で皮肉をいう。
しかし、後に優等卒業生学位を手にした彼に、
叔父は「並外れた幸せの表情と並外れた喜び
の表情」を示す。彼は叔父に対してこれまで
「小心、狡猾、他人の目への意識過剰」と考
察していたのに対し、叔父の表情をみた後に
は「率直、善意の人。謙虚にして感傷的。」
と叔父を描写する。親の心子知らず。大学生
とはこんなものだろう。� （�トントゥ ）
� （350 頁　税込 1870 円）

青が散る（上・下）
宮本輝著
文春文庫

スウィム・トゥー・バーズにて
フラン・オブライエン著
大澤正佳訳　白水社
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　　なんか知らないけど怖
　　くて怖くてしかたがな
　　いんだ。
　　だからもう、ダメなん
　　だ――

　NHK といってもあの NHK ではない。それ
は日

N

本ひ
H

きこもり協
K

会。面白いアニメを放送
することでオタクのひきこもりを量産する悪
の組織である。大学を中退し、ひきこもり四
年目を迎えた佐藤達広は、不安と恐怖でがん
じがらめの毎日を送る中で、ついに自分を陥
れる陰謀の存在に気付いたのだった。しかし
一体どうすれば？　道行く主婦も会社員も、
社会に潜む工作員かもしれない。どうしよう。
仕方がないから薬を飲み、酒をあおろう――
そうして悶々とアパートの一室にて思考と時
間を持て余す佐藤くん。ある日彼のもとに、
奇妙な出会いが訪れる。
　ゼロ年代にメディアミックス的展開を果た
し、今も世界的な評価の声が止まない本作。
表紙に描かれているヒロイン岬ちゃんの魅力
がとかく語られがちなタイトルなのだが、小
説版の魅力は何よりも主人公の内的語りにあ
る。ボーイミーツガールを仕向ける岬や、昔
なじみの友人山崎との奇妙な交流と並行し、
テクストの大部分を流れるそれは、時に実験
的な手法を交えつつ、混沌の中に微睡む主体
を現出させている。どこにも行けず、何もし
ない。過去形と独白によって進行する不安定
な日常。その叙述は、陽気な大学生のネガで
ありながら、確かにモラトリアムの本質を抉
り出し、読者の胸を締め付けるはずである。
　成果によって生かされる人の世において、
空虚さを愛でる時間は無意味かもしれない。
だが、それ故に貴重でもあろう。� （�とよ ）
� （336 頁　税込 660 円）

　東京藝術大学――上野に
メインキャンパスをもち、
音楽学部と美術学部で構成
された芸大界の最難関。最
も競争の激しい絵画科の志
願倍率はなんと 14.5 倍。
　こんな藝大に通う妻をも
った著者が、体当たりで藝大生の日常に迫っ
たインタビュー録が本書である。同じ“大学
生”ではまとめられない、破天荒でエネルギ
ッシュな藝大生の世界にお邪魔しよう。
　江戸時代に造られた絡繰り人形に魅了され、
それを再現しようとする工芸科の学生。動き
だけをヒントに、図面もネジも全て自分でつ
くる。睡眠時間は 3、4 時間。彼を動かすの
は、ただひたすらにものづくりが“好き”と
いう気持ち。芸術が生きることそのものであ
ると言う人も少なくない。特に印象的なのは、
絵画科の女学生。キャンパスの中庭に時折現
れる「ブラジャー・ウーマン」――上半身ト
ップレスでブラジャーを仮面のように纏う正
義のヒーロー――を演じる彼女にとっては、
絵も身体表現も、徹底的に己を知り、己を極
限までさらけ出すための場なのである。
　その一方で、芸術を純粋に愛する者だけが
集まっているわけでもない。練習漬けの日々
に辟易し、音楽が好きになれなかった楽理科
の学生。美術は「腐れ縁的な存在」だと口に
する鋳金専攻の学生。芸術活動に対して肩の
力が抜けた人も案外いるようだ。
　とりあえず芸術云々ではなく、本当に彼ら
は面白いのだ。当然、教師陣も学生に劣らぬ
変人っぷり。学園祭や鞴

ふいご

祭といった祭りの様
子にも抱腹絶倒間違いなし。読後には藝大生
の自由な生き方や考え方が、我々“大学生”
の視野を広げてくれていることだろう。
� （�はらん ）
� （355 頁　税込 693 円）

NHKにようこそ！
滝本竜彦著
角川文庫

最後の秘境　東京藝大
―天才たちのカオスな日常―

二宮敬人著　新潮文庫
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　大学一年生の春、新入生
の読者諸氏もそろそろサー
クル新歓や履修登録も終わ
り学生生活に馴染み始めた
頃だろうか。キャンパスで
の対面授業も再開された。
大学生活とは地元から離れ
るなど新しいことの始まりであり、新しい世
界との出会いである。
　本書の主人公もそんな大学一年生。オリエ
ンテーリングの最中に怪しそうなサークルに
声をかけられ、その場を助けてくれた先生の
ゼミのオリエンテーションを聴いてみること
になったことになった。優しそうで綺麗な
TA の人、同じ課題に取り組むゼミの仲間、
この前のサークル勧誘では親切そうな相手に
流されるままついていってしまいそうになっ
た所を注意してくれた先生。流されずに自分
の頭で考えることが大切だと言われた。確か
にそうだ、この前の勧誘も流されたのがいけ
ない、大事なアドヴァイスを貰えるここなら
僕も変われそうだ、と彼には珍しく自分で決
断してそのゼミに参加することにした。さて、
初回の授業は……。
　ちょっと気になるのは、京大の学生ならこ
の主人公のように流されるままふわふわと怪
しげなサークル勧誘に乗るような人はいない
ということだ。自分の頭で考える習慣もつい
ているはずだ。そう考えると本書の内容は読
者諸氏には不適当な気もする。ただ、主人公
のように気の優しい性格で、サークル勧誘を
受けたりする中で困ったことのある人にはオ
ススメのシリーズである。
　新しい世界では怪しげな人もいる。ただ、
それも怪しげなことがわからないと引っかか
ってしまう。わからない人は本書の「怪しげ
な授業」を受けるといいだろう。� （�ねこ ）
� （第一巻　192 頁　税込 715 円）

　チェーホフはある
日、彼の創作への批
判に対して、こう言
い返したという――
「僕がどんなペシミ
ストだと言うのです？　自分の作品のなかで
僕の一番好きな物語は、『大学生』なんです
よ！」。チェーホフが最も好んだ自身の作品。
チェーホフのなかで最も希望に満ちた作品。
原文だとわずか数頁のこの掌編では、茫漠と
して捉えがたい人生の深遠さが語られる。
　「大学生」というタイトルにもかかわらず、
本書はいわゆる学園ものではない。また、神
学大学に通う本書の主人公、イワン・ヴェリ
カポーリスキーは、まったく大学生らしくな
い。彼は、この世から悲惨が消えてなくなる
ことは未来永劫ないであろうことを、暗く荒
涼とした極寒の地、ロシアの片田舎を歩きな
がら憂える、そんな学生だ。彼に青年の快活
さはない。彼にあるのは、老年を思わせる静
けさだけ。だが、それがいいのだ。
　彼はシギ猟からの帰り道、焚き火の傍らに
二人の寡婦がいるのを見た。彼は二人に近づ
き、焚き火に手を翳しながら言った――「ち
ょうどこんな寒い夜、使徒ペトロも焚き火に
あたったのでしょうね」。そして彼は、福音
書の十二使徒伝から、ペトロがキリストを三
度否認した出来事について語り始める。その
話は、二人の胸を打った。何千年も前にペト
ロが抱いた苦悩を、二人はその身でじかに感
じ取ったのだ。彼はそこから、過去は現在に
そのまま繋がっていることを悟る。何千年も
前の出来事は、今を生きる私たちにも大きな
意味を持っている。彼はそこに、人生の魅力、
奇跡、崇高な意義を見出すのである。
　人生の深遠さに思い巡らす大学生活、それ
もまたありなのではないか。� （�ぱや ）
� （64 頁　税込 2200 円）

テロール教授の怪しい授業
カルロ・ゼン原作　石田点漫画

講談社

大学生
アントン・P・チェーホフ著　イリーナ・ザトゥロフスカヤ絵

児島宏子訳　未知谷
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ヒ
カ
リ
文
集

松
浦
理
英
子
著

講
談
社

　

松
浦
理
英
子
の
待
望

の
新
作
で
あ
る
。
か
つ

て
あ
る
劇
団
に
所
属
し

て
い
た
六
人
の
男
女
が
、

同
じ
く
団
員
で
あ
っ
た
賀
集
ヒ
カ
リ
と
い
う
女
性
と

の
当
時
の
関
係
を
回
想
し
た
文
章
が
並
ぶ
。
劇
団
の

名
前
は
「
ニ
ュ
ー
・
ト
ラ
ジ
ッ
ク
・
ラ
ク
ー
ン
」、

略
し
て
「
Ｎ
Ｔ
Ｒ
」。
そ
の
名
の
通
り
（
？
）
六
人

の
そ
れ
ぞ
れ
と
次
々
に
関
係
を
結
ん
だ
ヒ
カ
リ
は
、

フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ル
の
文
学
的
伝
統
に
連
な
る
と
一

応
は
言
え
る
の
だ
が
、
作
中
で
も
多
数
言
及
さ
れ
る

（
男
性
作
家
の
手
に
よ
る
）
ヒ
ロ
イ
ン
像
達
か
ら
は

大
き
く
距
離
を
と
っ
て
い
る
。
言
っ
て
し
ま
え
ば

「
普
通
」
の
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
の
人
物
像
に
は
息
を
呑
む
よ
う
な
不
思
議
な
光
沢

が
あ
り
、
回
想
者
た
ち
の
筆
も
甘
や
か
な
快
楽
の
記

憶
に
満
ち
て
い
る
。
と
は
い
え
、
彼
ら
の
繰
出
す
観

察
・
皮
肉
・
嫌
み
は
絶
品
と
い
う
べ
き
鋭
さ
で
、「
こ

の
楽
し
さ
と
せ
つ
な
さ
が
わ
か
ら
な
い
人
と
は
友
達

に
な
れ
な
い
」
と
つ
い
言
い
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。

演
劇
や
「
文
集
」
の
設
定
を
い
か
し
た
、
虚
実
が
見

定
め
が
た
い
台
詞
回
し
や
場
面
作
り
も
魅
力
的
だ
。

　

個
人
的
に
は
、
各
々
の
回
想
の
フ
イ
ル
ム
を
彩
る

多
様
な
音
楽
作
品
に
も
注
目
し
な
が
ら
読
ん
だ
。
戦

前
の
歌
謡
曲
か
ら
Ｒ
＆
Ｂ
ま
で
、
検
索
し
て
聴
き
な

が
ら
言
外
の
意
味
を
深
読
み
し
た
り
し
て
も
楽
し
い
。

な
か
で
も
重
要
な
の
が
ゲ
イ
ル
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の
唄

う
「
太
陽
に
歌
っ
て
」。
自
分
の
こ
と
を
ほ
ん
と
う

に
は
愛
し
て
く
れ
な
い
恋
人
の
記
憶
、
し
か
し
そ
れ

が
陽
光
の
よ
う
に
後
々
ま
で
人
生
を
照
ら
し
、
温
め

て
く
れ
る
。
た
と
え
逸
脱
的
と
呼
ば
れ
よ
う
と
豊
か

に
ち
が
い
な
い
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
あ
く
ま
で
肯

定
す
る
松
浦
の
小
説
は
、
や
は
り
貴
重
と
い
う
し
か

な
い
も
の
な
の
だ
。�

（�

投
稿
・
ド
フ
ニ 

）

�

（
二
四
七
頁　

税
込
一
八
七
〇
円　

2
月
刊
）

新
刊
コ
ー
ナ
ー

わ
れ
ら

ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
著

川
端
香
男
里
訳

岩
波
文
庫

　

本
書
を
紹
介
す
る
に

あ
た
り
そ
の
内
容
と
と

も
に
不
運
な
境
遇
を
語

り
た
い
。
一
九
二
〇
年

初
頭
に
出
版
さ
れ
た
本
書
は
反
ソ
連
宣
伝
書
と
い
う

烙
印
が
押
さ
れ
七
〇
年
近
く
ソ
連
の
文
学
史
に
の
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
で
は
何
が
書
か
れ
て
い
た
の
か
。

そ
こ
に
は
計
画
経
済
が
行
き
つ
く
未
来
、
合
理
性
と

科
学
が
理
想
と
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
悲
劇
が
描
か
れ

て
い
る
。
そ
う
、
こ
れ
は
あ
の
時
代
の
ソ
連
で
描
か

れ
た
も
う
一
つ
の
『
一
九
八
四
』
で
あ
り
、
も
う
一

つ
の
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』
な
の
だ
。

　

時
代
は
二
六
世
紀
。
世
界
は
「
緑
の
壁
」
に
覆
わ

れ
、「
恩
人
」
が
支
配
す
る
中
で
「
単
一
国
家
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
主
人
公
Д
‐
5
0
3
は
建
造
技
師

と
し
て
宇
宙
船
開
発
に
従
事
す
る
傍
ら
、「
覚
え
書
」

と
し
て
日
々
の
記
録
を
つ
け
て
い
た
。
本
書
は
こ
の

覚
え
書
を
読
む
日
記
文
学
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。

　

か
つ
て
の
世
界
は
古
代
文
明
と
呼
ば
れ
、
野
蛮
と

忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
。
完
全
に
時
刻
に
沿
っ
て
行
動

し
性
行
為
ま
で
厳
格
に
管
理
さ
れ
る
社
会
の
中
で
、

怪
し
げ
な
女
性
I
‐
3
3
0
と
出
会
っ
て
し
ま
う
。
古

代
館
で
彼
女
と
話
す
う
ち
に
、
国
家
転
覆
の
陰
謀
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
主
人
公
の
日
記
は

徐
々
に
冷
静
さ
を
欠
き
、
記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
て
い

く
。
は
た
し
て
狂
っ
て
い
る
の
は
自
分
な
の
か
、
世

界
な
の
か
。
そ
の
時
国
家
が
民
衆
に
一
つ
の
病
が
流

行
っ
て
い
る
と
告
知
す
る
。
そ
の
病
名
は
「
想
像
力
」。

病
を
治
す
た
め
に
全
国
民
、
治
療
を
受
け
よ
と
…
…
。

　

全
体
主
義
の
快
楽
、
科
学
合
理
主
義
の
恐
怖
、
想

像
力
と
い
う
病
。
ロ
シ
ア
が
再
び
戦
争
に
向
か
う
中
、

本
書
は
今
こ
そ
読
ま
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。（�

き
も
の 

）

�

（
三
七
二
頁　

税
込
一
〇
六
七
円　

3
月
復
刊
）
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次
の
言
葉
は
、
私
が

本
に
向
か
う
理
由
を
ぴ

た
り
と
言
い
当
て
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
曰
く
、

「
そ
こ
に
あ
り
の
ま
ま
の
美
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
希
望
が
な
い
な
ら
ば
、
ま
た
、
人
生
が
高
揚

し
、
そ
の
深
遠
な
る
神
秘
が
あ
ら
わ
に
な
る
の
で
な

け
れ
ば
、
だ
れ
が
文
学
を
読
む
と
い
う
の
か
」。
私

は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
、
あ
り
の
ま
ま
の
美
が
、
人
生

の
深
遠
な
る
神
秘
が
、
そ
こ
に
凝
縮
さ
れ
た
一
文
を

探
し
求
め
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
本
書
の
著
者
、

ア
ニ
ー
・
デ
ィ
ラ
ー
ド
も
同
じ
な
の
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
本
を
書
く
と
き
の
心
構
え
、
お
よ
び
文

章
作
法
や
創
作
作
法
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ

る
。
著
者
は
、
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
も
あ
る
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
第

一
人
者
。
そ
の
指
南
は
手
厳
し
い
が
、
そ
の
分
、
と

て
も
役
に
立
つ
。
た
と
え
ば
彼
女
は
、
最
も
良
く
書

け
た
文
章
、
一
番
の
核
と
な
る
文
章
を
こ
そ
放
棄
せ

よ
と
私
た
ち
に
命
じ
る
。
そ
の
文
章
が
作
品
を
弱
め

て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
に
ど
ん
な
に

愛
着
を
感
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
は
そ
れ
を

手
放
し
た
ほ
う
が
い
い
。
名
残
惜
し
さ
な
ど
関
係
な

い
の
だ
。
だ
か
ら
彼
女
は
言
う
―
―
「
数
あ
る
壁
の

中
に
は
支
柱
に
な
る
壁
が
あ
る
。
そ
ん
な
壁
は
取
り

除
く
こ
と
が
で
き
な
い
。〔
…
…
〕
だ
が
残
念
な
こ

と
に
、
取
り
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
た
い

て
い
支
柱
と
な
る
壁
な
の
だ
」。
彼
女
の
創
作
に
対

す
る
態
度
に
は
強
烈
な
も
の
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く

そ
れ
は
誠
実
さ
の
裏
返
し
な
の
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
弟
子
に
書
き
送
っ

た
言
葉
を
記
し
て
お
こ
う
。
彼
女
も
こ
れ
を
引
用
し

て
い
る
―
―
「
描
け
、
ア
ン
ト
ニ
オ
、
描
け
、
ア
ン

ト
ニ
オ
。
描
け
、
時
を
無
駄
に
す
る
な
」。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
二
〇
八
頁　

税
込
一
五
四
〇
円　

2
月
刊
）

本
を
書
くア

ニ
ー
・
デ
ィ
ラ
ー
ド
著

柳
沢
由
実
子
訳

田
畑
書
店

魂
の
形
に
つ
い
て多

田
智
満
子
著

ち
く
ま
学
芸
文
庫

　

魂
と
は
ど
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
―
―
見
え
な
い
も
の

の
形
を
考
え
る
な
ん
て

馬
鹿
ら
し
い
し
、
古
臭
い
。
そ
ん
な
こ
と
「
未
開
人

に
任
せ
て
お
け
」
と
言
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
著
者
の
多
田
は
、
魂
に
つ
い
て
思
い
め
ぐ

ら
す
こ
と
は
、
人
々
の
抱
く
世
界
（
宇
宙
）
観
を
顕

わ
に
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
本
書
は
、
魂
を
“
見

る
”
こ
と
を
夢
想
し
た
詩
人
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

　

前
半
で
は
、
日
本
と
中
国
に
お
け
る
魂
の
形
が
考

察
さ
れ
る
。
古
来
、
人
間
は
魂
を
飛
翔
す
る
も
の
と

し
て
え
が
い
た
。
水
陸
空
を
自
由
に
行
き
来
す
る
水

鳥
は
、
肉
体
を
離
れ
た
魂
と
み
な
さ
れ
、
盂
蘭
盆
会

の
頃
に
現
れ
る
蛍
は
、
現
世
に
祖
霊
が
戻
っ
て
く
る

時
節
柄
と
そ
の
虫
の
神
秘
的
な
光
が
相
ま
っ
て
、
童

謡
や
漢
詩
の
中
で
、
魂
そ
の
も
の
と
し
て
詠
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
多
田
の
目
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
向
け
ら

れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
の
〈
プ
シ
ュ
ケ
ー
〉
は
〈
魂
〉

を
意
味
す
る
他
に
〈
蝶
〉
と
も
訳
さ
れ
る
。
こ
こ
で

彼
女
は
哲
学
者
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
る
な
か
で
、
蜜

蜂
や
塵
、
猛
禽
類
の
姿
を
し
た
魂
を
見
る
。

　

一
方
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
遺
跡
か
ら
は
、
魂
の
新

た
な
形
―
―
階
段
―
―
を
見
る
。
こ
の
階
段
（
梯

子
）
と
い
う
表
象
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
を
含

む
幅
広
い
文
化
圏
で
、
魂
が
ま
さ
に
天
と
地
の
架
け

橋
そ
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
分
か
る
。

　

文
字
や
絵
に
託
さ
れ
た
様
々
な
魂
の
形
か
ら
は
、

「
不
可
視
の
も
の
に
形
を
与
え
る
人
間
の
想
像
力
」

の
逞
し
さ
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、
先
人
た
ち
が
残
し

た
痕
跡
を
ど
こ
ま
で
も
追
い
、
何
と
か
し
て
魂
を

“
見
よ
う
”
と
す
る
多
田
は
、
ま
る
で
純
粋
に
好
奇

心
に
従
う
少
女
の
よ
う
だ
。
評
者
は
そ
の
姿
に
憧
れ

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。�

（�

は
ら
ん 

）

�

（
一
九
一
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　
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刊
）
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美
学
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス星

野
太
著

水
声
社

　

そ
の
命
名
者
で
あ
る

バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
以
来
、

美
／
芸
術
／
感
性
を
考

察
の
対
象
と
し
て
き
た

「
美
学
」
だ
が
、
本
書
は
こ
の
学
問
分
野
の
現
在
を
、

崇
高
／
関
係
／
生
命
と
い
う
三
点
か
ら
捉
え
直
す
。

す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
著
者
の
星
野
が
書
き
継
い
で
き

た
、
こ
の
「
美
学
」
と
い
う
営
み
に
対
す
る
「
ひ
と

つ
の
実

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

践
の
記
録
」
で
あ
る
。

　

本
文
は
こ
の
、
崇
高
／
関
係
／
生
命
と
い
う
テ
ー

マ
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
、
計
九
つ
の
論
考
か
ら
な

る
。
た
と
え
ば
第
Ⅱ
部
「
関
係
」
の
第
五
章
で
は
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
の
現
状
が
論
じ

ら
れ
る
。
作
品
と
そ
の
鑑
賞
者
と
い
う
二
項
関
係
を

解
体
し
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
る
「
関
係
」
を
重
視
す

る
、
ニ
コ
ラ
・
ブ
リ
オ
ー
以
来
の
「
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
ー
ト
」。
お
よ
び
、
作
品
と
い
う
最
終
的
な

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
よ
り
も
、
社
会
的
現
実
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
重
視
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
エ
ン
ゲ

イ
ジ
ド
・
ア
ー
ト
」。
こ
こ
で
は
一
見
混
同
さ
れ
が

ち
な
、
こ
れ
ら
二
つ
の
同
時
代
的
な
潮
流
を
、
前
者

が
そ
れ
で
も
物
質
的
な
作
品
の
形
を
と
ろ
う
と
す
る

教
育
格
差
の
診
断
書

川
口
俊
明
編
著

岩
波
書
店

　
「
教
育
」
ほ
ど
、
各

人
に
一
家
言
あ
る
も
の

も
な
か
ろ
う
。
我
々
の

時
代
に
あ
っ
て
は
制
度

化
さ
れ
た
教
育
と
関
わ
り
な
く
生
き
る
こ
と
な
ど
ほ

ぼ
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
我
々
が
皆
、

教
育
の
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
教
育
の
現
代
的
状
況
こ
そ
が
、
各
人
を
し

て
一
家
言
を
持
た
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
根
拠
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
の
み
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
砂
上
の
楼
閣
に
過
ぎ
な
い
。「
冷
徹
な
現
状

の
把
握
」
を
志
向
す
る
本
書
が
位
置
す
る
の
は
、
そ

の
よ
う
な
教
育
談
議
の
対
極
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
西
日
本
の
と
あ
る
自
治
体
、
仮
称
「
い

ろ
は
市
」
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
が
分
析
さ
れ
る
。
パ
ネ

ル
デ
ー
タ
と
は
、「
同
一
の
対
象
を
計
測
的
に
調
査

す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
」
の
こ
と
で
、
適
切

に
分
析
す
れ
ば
被
調
査
者
の
変
化
の
要
因
が
分
か
る
。

実
際
に
、
本
書
で
は
、
学
校
外
で
の
教
育
機
会
（
第

3
章
）、
学
習
時
間
（
第
4
章
）、
や
り
抜
く
力
「
グ

リ
ッ
ト
」（
第
5
章
）、
学
校
へ
の
適
応
（
第
6
章
）

の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
家
庭
環
境
要
因
と
、
そ
れ
ら

の
縮
小
に
お
け
る
学
校
教
育
の
機
能
不
全
が
示
さ
れ

る
。
ま
た
、
統
計
分
析
の
概
観
を
示
す
第
2
章
と
、

質
問
紙
調
査
に
お
け
る
「
い
い
加
減
さ
」
を
検
討
す

る
第
7
章
は
研
究
方
法
論
と
し
て
も
参
考
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
一
貫
し
て
実
証
的
な
実
態

の
解
明
を
目
指
す
一
方
で
、
編
者
川
口
は
学
力
の
数

値
化
や
調
査
項
目
の
目
的
化
な
ど
、
学
力
調
査
の

「
副
作
用
」
も
指
摘
す
る
。
そ
れ
で
も
、
本
書
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
る
の
は
、
ひ
と
え
に
、

「
本
書
の
知
見
な
ど
過
去
の
も
の
に
な
る
」
ほ
ど
に

教
育
デ
ー
タ
が
整
備
さ
れ
分
析
さ
れ
る
こ
と
を
著
者

た
ち
が
願
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。（�

侯
爵 

）

�

（
二
三
八
頁　

税
込
三
三
〇
〇
円　

3
月
刊
）

一
方
、
後
者
に
お
い
て
そ
の
形
式
何
如
は
後
景
に
退

き
、
そ
れ
が
社
会
的
・
倫
理
的
に
よ
き
実
践
で
あ
る

か
否
か
が
そ
の
評
価
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

美
術
批
評
の
観
点
も
織
り
交
ぜ
つ
つ
指
摘
さ
れ
る
。

　

図
版
が
適
宜
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
本
文
中
、

ア
ー
ト
作
品
か
ら
の
引
証
は
多
く
、
読
者
は
必
要
に

応
じ
て
そ
の
文
脈
を
補
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
た
だ

し
そ
の
一
点
を
除
け
ば
、
全
編
平
易
な
言
葉
遣
い
で

書
か
れ
た
本
書
は
、
美
学
の
専
門
家
で
な
く
と
も
大

い
に
楽
し
め
る
一
冊
で
あ
る
。
現
在
の
ア
ー
ト
ワ
ー

ル
ド
に
踏
み
入
る
実
践
的
な
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず

は
手
に
と
る
こ
と
を
薦
め
た
い
。�

（�

投
稿
・
東
風 

）

�

（
二
三
二
頁　

税
込
二
七
五
〇
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刊
）
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手
づ
く
り
の
ア
ジ
ー
ル

「
土
着
の
知
」が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ

青
木
真
兵
著

晶
文
社

　
「
ア
ジ
ー
ル
」
と
は

時
の
権
力
や
社
会
か
ら

逃
げ
込
む
こ
と
の
で
き

る
場
所
。
古
来
は
宗
教

空
間
や
自
然
環
境
が
中
心
社
会
と
は
異
な
る
原
理
を

有
す
る
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
社
会
か
ら
は
じ
か
れ

た
者
に
と
っ
て
の
「
ア
ジ
ー
ル
」
と
し
て
機
能
し
て

い
た
。
し
か
し
、
現
代
に
お
い
て
中
心
社
会
の
原
理

は
様
々
な
媒
体
を
通
し
て
否
応
な
し
に
生
活
に
入
り

込
み
、
人
々
の
生
活
は
市
場
の
原
理
に
従
う
こ
と
と

引
き
換
え
の
社
会
保
障
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

い
ま
や
社
会
の
外
側
と
し
て
の
「
ア
ジ
ー
ル
」
を
想

像
す
る
こ
と
す
ら
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

著
者
は
今
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
ア
ジ
ー
ル
」
を
自

ら
の
手
で
作
り
出
す
こ
と
を
試
み
る
。
そ
れ
が
、
市

場
が
唯
一
の
原
理
と
し
て
機
能
す
る
此
岸
と
一
本
の

橋
で
繋
が
れ
た
彼
岸
の
図
書
館
で
あ
る
。
著
者
の
移

住
・
私
立
人
文
系
図
書
ル
チ
ャ
・
リ
ブ
ロ
運
営
の
経

験
を
基
に
書
か
れ
た
『
彼
岸
の
図
書
館
』
を
背
景
に

行
わ
れ
た
様
々
な
分
野
の
専
門
家
と
の
対
話
と
そ
れ

に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
論
考
が
本
書
に
は
収
め
ら

れ
て
い
る
。
各
人
の
専
門
分
野
だ
け
で
な
く
プ
ロ
レ

ス
・
寅
さ
ん
と
い
っ
た
社
会
の
内
と
外
を
越
境
す
る

事
例
と
共
に
進
ん
で
い
く
会
話
は
、
討
論
と
い
う
よ

り
研
究
室
や
喫
茶
店
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
の
よ
う
で

肩
肘
張
ら
ず
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
一
つ

一
つ
の
対
話
に
は
幾
つ
も
の
社
会
を
見
つ
め
な
お
す

た
め
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

地
に
足
の
着
い
た
著
者
の
視
点
は
読
者
の
、
特
に

何
か
し
ら
の
違
和
感
を
持
つ
人
の
、
学
問
や
仕
事
に

対
す
る
向
き
合
い
方
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る

だ
ろ
う
。
彼
岸
の
図
書
館
が
あ
る
の
は
奈
良
県
東
吉

野
村
、
京
都
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
は
車
で
二

時
間
の
場
所
で
あ
る
。�

（�

投
稿
・
マ
サ 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
一
九
八
〇
円　
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月
刊
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本
書
は
、
二
〇
世
紀

を
代
表
す
る
ド
イ
ツ
の

哲
学
者
、
ハ
ン
ス
・
ヨ

ナ
ス
の
最
良
の
入
門
書

で
あ
る
。「
未
来
へ
の
責
任
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「
未
来
倫
理
を
中
心
と
し
な
が
ら
彼
の
哲
学
を
再
構

成
す
る
こ
と
」、
そ
れ
が
本
書
の
狙
い
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
軍
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
子
力
発
電
所
に
武
力
攻
撃
を
加
え
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。
幸
い
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

も
し
武
力
攻
撃
が
大
規
模
な
放
射
能
汚
染
を
引
き
起

こ
し
て
い
た
ら
…
…
と
考
え
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
。

そ
の
影
響
は
、
数
百
年
、
数
千
年
、
い
や
そ
れ
ど
こ

ろ
か
数
十
万
年
先
ま
で
及
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
た
事
態
が
意
味
す
る
の
は
次
の
こ
と
、
す
な

わ
ち
私
た
ち
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
よ
っ
て
、

未
来
世
代
を
脅
か
す
力
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
私
た
ち
は
、
未
来
世

代
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
ま

だ
生
ま
れ
て
い
な
い
未
来
世
代
に
対
し
て
ど
う
責
任

を
取
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
未
来
世
代
が
私
た

ち
を
非
難
す
る
こ
と
も
、
ま
た
賠
償
を
求
め
る
こ
と

も
で
き
な
い
以
上
、
私
た
ち
は
普
通
の
意
味
で
責
任

を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
―
―
。
こ
う
し
た
未
来
倫

理
学
の
問
題
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
そ
の
解
決
策

を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
ヨ
ナ
ス
で
あ
る
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
問
題
を
主
軸
と
す
る
ヨ
ナ
ス
の
思
想

は
、
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
に
お
い
て
も
大
き
な
意
義
を

有
し
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
の
現
代
的
意
義
を
「
未

来
へ
の
責
任
」
と
い
う
観
点
か
ら
鮮
や
か
に
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
点
に
お
い
て
、
啓
発
的
で
あ
る
。

　

本
書
を
読
む
と
、
ヨ
ナ
ス
を
読
む
べ
き
は
ま
さ
に

今
だ
と
い
う
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。（�

ぱ
や 

）

�

（
二
四
〇
頁　

税
込
一
〇
五
六
円　

3
月
刊
）

ハ
ン
ス・ヨ
ナ
ス
の
哲
学

戸
谷
洋
志
著

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
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愛
に
つ
い
て

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
欲
望
の
政
治
学

竹
村
和
子
著

岩
波
現
代
文
庫

　

性
別
役
割
分
業
や
男

／
女
ら
し
さ
と
い
っ
た

も
の
に
違
和
感
を
覚
え

始
め
て
い
る
人
々
で
す

ら
、
性
欲
望
に
関
し
て
は
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て

踏
み
込
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
本
書
の
支
柱
と
な
る

こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
、
著
者
は
異
性
愛
と
い
う

構
図
の
虚
構
性
を
精
神
分
析
、
法
哲
学
、
批
判
理
論

な
ど
幅
広
い
学
問
的
視
座
を
用
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

　

本
書
は
、
大
き
く
二
部
に
わ
け
ら
れ
る
。
前
半
は
、

異
性
愛
が
い
か
に
言
語
・
法
・
社
会
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
本
能
0

0

に
よ
っ
て
再
生
産
さ
れ
て
き
た
か
、
ま

た
男
性
の
性
欲
望
が
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
て
き

た
の
か
を
述
べ
る
。
対
し
て
後
半
は
、
愛
の
話
か
ら

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
政
治
に
拡
張
し
て
い

く
。
私
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
愛
は
、
実
は
近
代
の

制
度
化
さ
れ
た
秩
序
、
つ
ま
り
政
治
的
で
公
的
な
も

の
で
も
あ
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
承
認
と
差
異
と
い

う
今
な
お
議
論
さ
れ
る
問
題
に
、
著
者
は
普
遍
の
あ

り
方
や
自
己
と
他
者
の
連
続
性
を
捉
え
な
が
ら
新
た

な
政
治
を
愛
の
構
造
か
ら
切
り
拓
く
。

　

著
者
に
よ
る
と
、
近
代
国
家
に
お
い
て
人
々
は

綴
葉
編
集
委
員
募
集
お
よ
び

投
稿
募
集
の
お
知
ら
せ

　
『�

綴
葉 

』
編
集
委
員
会
で
は
、編
集
委
員
を
新
た
に

若
干
名
募
集
し
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
、
毎
月
二
～
三
本
の
書
評
を
書
く
こ

と
、
毎
週
金
曜
日
に
行
わ
れ
る
編
集
会
議
に
出
席
し

て
『�

綴
葉 

』
の
編
集
作
業
に
携
わ
る
こ
と
で
す
。
編

集
委
員
に
は
毎
月
若
干
の
活
動
手
当
と
、
書
評
で
取

り
上
げ
た
書
籍
の
代
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
京
都
大
学
生
協
加
入
者
で
大
学
院
の
修

士
課
程
な
い
し
医
学
部
の
五
回
生
以
上
、
そ
し
て
右

記
の
仕
事
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
出
来
る
方
で
す
。

　

こ
の
条
件
を
満
た
し
編
集
委
員
と
し
て
の
活
動
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
誌
添
付
の
読
者
カ
ー
ド
に
編

集
委
員
会
へ
の
参
加
希
望
の
旨
を
明
記
の
上
、
生
協

の
ひ
と
こ
と
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
か
、『�

綴
葉 

』
表
紙

記
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
追
っ
て
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
読
者
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
採
用
さ
せ
て
頂
い
た
方
に
は
、
書
籍

代
（
上
限
二
五
〇
〇
円
）
お
よ
び
薄
謝
を
図
書
カ
ー

ド
に
て
差
し
上
げ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

　

書
評
の
形
式
は
次
の
通
り
で
す
。

①�

「
新
刊
／
新
書
コ
ー
ナ
ー
」：
新
刊
二
〇
字
×
三
二

行
、
新
書
二
〇
字
×
二
三
行
。
出
版
さ
れ
て
か
ら

半
年
以
内
の
書
籍
を
対
象
と
し
ま
す
。

②�

「
最
近
読
ん
だ
本
」：
三
〇
字
×
四
二
行
。
普
段
の

読
書
の
中
で
特
に
面
白
か
っ
た
も
の
を
紹
介
、
批

評
し
て
下
さ
い
。
刊
行
時
期
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
二
冊
以
上
取
り
上
げ
た
い
場
合
は
ご
相
談
下

さ
い
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
書
名
・
著
者
名
・
出
版
社

名
・
総
ペ
ー
ジ
数
・
発
行
年
月
・
税
込
価
格
と
投
稿

者
の
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
明
記

し
て
下
さ
い
。
郵
便
・
メ
ー
ル
ど
ち
ら
で
も
受
け
付

け
ま
す
。
宛
先
は
本
誌
表
紙
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

�

（�

編
集
委
員
一
同 

）

「
異
性
愛
で
あ
る
こ
と
」
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る

た
め
に
「
同
性
愛
で
な
い
こ
と
」
を
強
調
し
て
き
た
。

ま
た
、
性
欲
望
は
男
性
中
心
的
で
あ
る
故
に
女
性
は

性
欲
望
の
な
い
受
け
身
の
存
在
と
さ
れ
、
レ
ズ
ビ
ア

ン
は
〈
正
し
い
男
性
〉
に
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
修0

正0

さ
れ
る
と
思
わ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
同
性
愛
の

否
定
、
女
性
の
エ
ロ
ス
の
不
可
視
化
に
著
者
は
切
り

込
み
、
本
能
と
思
わ
れ
る
も
の
を
覆
し
て
い
く
。

　

二
〇
年
経
っ
て
、
ま
す
ま
す
人
々
の
関
心
を
惹
き

つ
け
遂
に
文
庫
化
さ
れ
た
本
書
。
そ
れ
は
不
確
か
で

脆
い
愛
に
、
誰
も
が
自
分
の
居
場
所
の
正
し
さ

0

0

0

を
求

め
て
い
る
証
左
で
も
あ
ろ
う
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
四
三
〇
頁　

税
込
一
七
八
二
円　

12
月
刊
）
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奈
良
で
学
ぶ
寺
院
建
築
入
門

海
野
聡
著

集
英
社
新
書

戦
後
民
主
主
義

山
本
昭
宏
著

中
公
新
書

ホ
モ・エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

―
―「
利
己
的
人
間
」の
思
想
史

重
田
園
江
著
　
ち
く
ま
新
書

　

政
治
思
想
や
社
会
運
動
か
ら
ジ
ブ
リ
映
画
の
批
評

ま
で
実
に
幅
広
く
渉
猟
し
つ
つ
、「
戦
後
民
主
主
義
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
1
9
4
5
年
か
ら
現
在
ま
で
を
描

出
す
る
通
史
で
あ
る
。「
戦
後
民
主
主
義
と
総
称
さ

れ
る
思
想
や
態
度
は
、
戦
後
社
会
の
な
か
で
、
ど
の

よ
う
に
現
れ
、
い
か
に
人
び
と
に
受
け
止
め
ら
れ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
著
者
は
問
う
。
そ
し
て
、
平

和
主
義
、
直
接
的
民
主
主
義
、
平
等
主
義
を
要
素
と

し
て
挙
げ
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
受
容

さ
れ
て
き
た
の
か
を
詳
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

そ
こ
で
著
者
が
着
目
す
る
の
は
、
戦
後
民
主
主
義

と
い
う
概
念
の
不
定
形
な
様
態
で
あ
る
。
時
代
に
応

じ
て
そ
の
内
実
は
変
化
し
て
き
た
し
、
そ
れ
は
賛
否

問
わ
ず
受
容
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
自
社
両
党

の
社
会
民
主
主
義
志
向
の
も
と
で
欲
望
追
求
型
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
に
堕
し
た
と
西
部
邁
が
指
弾
し
た
と
こ
ろ

の
「
戦
後
民
主
主
義
」
は
、
他
方
で
は
、
経
済
的
・

文
化
的
貧
困
の
中
か
ら
評
論
家
に
な
り
え
た
理
由
と

し
て
大
塚
英
志
が
述
懐
し
た
、
教
育
や
知
の
大
衆
化

を
実
現
し
た
理
念
と
実
践
で
も
あ
る
。
本
書
を
通
じ

て
、
か
く
も
不
定
形
な
「
戦
後
民
主
主
義
」
の
一
つ

の
肖
像
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。�
（�
侯
爵 

）
�

（
三
三
六
頁　

税
込
一
〇
一
二
円　

1
月
刊
）

　

寺
院
建
築
を
訪
問
す
る
際
、
一
体
ど
こ
を
ど
う
見

れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
ず
、
も
ど
か
し
い
思
い
を
し

た
人
は
多
い
は
ず
だ
。
そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
の
が

本
書
で
あ
る
。
建
築
史
学
者
で
あ
り
、
古
建
築
の
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
経
験
も
あ
る
著
者
に
よ
る
、
い
た
れ
り

つ
く
せ
り
の
案
内
本
。
一
冊
リ
ュ
ッ
ク
に
放
り
込
ん

で
、
お
隣
の
県
ま
で
プ
チ
旅
行
を
し
よ
う
。

　

序
章
を
読
む
だ
け
で
、
寺
院
建
築
の
基
本
的
な
構

成
を
押
さ
え
ら
れ
る
。
構
造
上
の
制
約
の
中
、
い
か

に
大
き
く
格
式
高
い
空
間
を
作
る
か
。
寺
に
込
め
ら

れ
た
人
々
の
熱
量
と
知
恵
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ

の
後
は
具
体
的
な
建
造
物
の
解
説
に
入
る
。
薬
師
寺

東
塔
か
ら
軽
や
か
さ
を
感
じ
る
の
は
何
故
か
？　

中

世
建
築
な
の
に
古
代
ら
し
さ
を
感
じ
る
興
福
寺
の
秘

密
は
？　

建
築
を
見
る
の
が
数
倍
面
白
く
な
る
よ
う

な
知
識
を
、
丁
寧
な
図
版
と
共
に
教
え
て
く
れ
る
。

こ
の
寺
院
建
築
の
解
説
の
親
切
さ
に
関
し
て
は
、
ど

の
ツ
ア
ー
に
も
劣
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

建
築
の
知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
、
実
物
を
見
た
際
に

感
じ
た
雰
囲
気
の
正
体
に
気
づ
き
、
一
歩
進
ん
だ
鑑

賞
が
で
き
る
。
建
築
を
楽
し
む
こ
と
、
素
直
な
第
一

印
象
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
ず
に
。�

（�

茫
漠 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

2
月
刊
）

　

人
文
社
会
系
の
学
問
で
は
「
人
間
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
？
」
と
常
に
問
わ
れ
て
い
る
。
経
済
学
に

お
い
て
は
本
書
の
題
名
に
も
な
っ
て
い
る
「
ホ
モ
・

エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
い
う
人
間
像
が
、
批
判
を
受
け

な
が
ら
も
、
長
ら
く
議
論
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
は
、
思
想
史
の
観
点
か
ら
こ
の
人
間
像
が
ど

の
よ
う
に
受
容
さ
れ
浸
透
し
て
い
っ
た
の
か
を
批
判

的
に
検
討
し
て
い
る
。
決
し
て
褒
め
ら
れ
た
行
為
で

は
な
か
っ
た
「
金
儲
け
」
が
富
と
道
徳
を
巡
る
哲
学

的
論
争
に
よ
っ
て
徐
々
に
肯
定
さ
れ
て
い
く
。
一
九

世
紀
に
な
る
と
経
済
学
は
、
数
学
や
自
然
科
学
の
考

え
を
輸
入
す
る
こ
と
で
学
問
と
し
て
の
科
学
性
を
纏

う
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
て
二
〇
世
紀
に
は
そ
の
領

域
を
経
済
以
外
に
も
拡
張
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
過

程
が
多
く
の
思
想
家
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
る
本
書
は
、

学
者
と
し
て
の
著
者
の
力
量
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

て
い
る
。

　

常
に
批
判
を
受
け
る
「
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」

と
い
う
人
間
像
が
、
そ
れ
で
も
生
き
延
び
て
い
る
の

は
な
ぜ
な
の
か
。
本
書
を
読
む
こ
と
で
、
そ
の
片
鱗

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

�

（�

投
稿
・
く
が
い 

）

�

（
三
一
七
頁　

税
込
一
〇
三
四
円　

3
月
刊
）

新書コーナー
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名著再読

忘
却
さ
れ
た
昔
日
の
悲
惨
？
―
―
エ
ン
ゲ
ル
ス
再
読

　

先
日
ま
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
、
タ
イ
ザ
ン
5
に
よ
る
漫
画
作
品
『
タ
コ
ピ
ー
の

原
罪
』
が
話
題
を
呼
ん
で
い
た
。
同
作
は
心
身
を
蝕
む
家
庭
で
育
て
ら
れ
た
子

ど
も
達
の
物
語
で
あ
り
、
そ
の
過
酷
な
悲
喜
劇
的
描
写
に
多
く
の
読
者
が
引
き

つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
が
、
社
会
問
題
へ
と
向
け
ら
れ
た
読
者

大
衆
の
関
心
の
証
左
で
あ
る
、
と
は
と
て
も
言
え
な
い
。
し
か
し
、
格
差
が
拡

大
し
家
庭
内
暴
力
が
増
加
す
る
昨
今
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
た
だ
娯
楽
と
し
て

消
費
さ
れ
、
忘
れ
ら
れ
る
と
も
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
社
会
的
殺
人
で
あ
っ
た

　

社
会
問
題
が
表
象
さ
れ
る
と
は
ど
う
い
う
事
か
。
今
回
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
古

典
『�

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態 

』（
岩
波
文
庫
）
を
例
と
し
て
、

こ
の
問
い
に
迫
り
た
い
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、『
資
本
論
』
の
著
者
マ
ル
ク
ス
の

盟
友
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
側
面
ば
か
り
が
有
名
な
彼
だ
が
、
右
に
挙
げ
た
一
八

四
五
年
の
著
作
に
よ
っ
て
、
弱
冠
二
四
歳
で
同
時
代
人
に
多
大
な
る
影
響
を
与

え
て
い
た
。
父
の
工
場
が
あ
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を

中
心
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
産
業
革
命
の
地
イ
ギ
リ
ス

を
観
察
し
た
。
そ
こ
で
見
た
労
働
者
の
窮
状
と
、
無

数
の
資
料
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
彼
は
前
例
の
な
い

大
衆
貧
困
の
全
体
像
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
非
凡
な
点
は
、
彼
の
表
現
力
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
富

者
と
貧
者
の
描
写
を
繰
り
返
し
対
比
さ
せ
、
両
者
の
あ
い
だ
に
あ
る
不
平
等
を

印
象
付
け
る
。
光
り
輝
く
街
の
裏
に
は
悪
臭
漂
う
湿
っ
た
区
画
。
全
身
が
不
調

を
き
た
す
よ
う
な
工
場
労
働
に
女
子
供
が
搾
取
さ
れ
る
一
方
で
、
彼
女
ら
が
死

ぬ
ま
で
働
き
続
け
て
も
得
ら
れ
な
い
金
銭
を
、
品
の
い
い
紳
士
が
一
晩
の
賭
博

で
使
い
果
た
し
て
い
る
。「
じ
つ
に
理
不
尽
な
状
態
で
あ
る
。
身
体
の
健
康
、

精
神
の
刺
激
、
よ
り
素
朴
な
官
能
の
愉
悦
を
あ
た
え
る
こ
と
の
で
き
る
最
高
の

享
楽
と
、
最
大
の
困
窮
と
が
隣
接
し
あ
っ
て
い
る
の
だ
！
」

　

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
文
章
は
最
先
端
だ
っ
た
。
詩
人
ハ
イ
ネ
ら
が
手
が
け
た
「
旅

日
記
も
の
」
の
流
行
に
乗
っ
か
り
、
当
時
ド
イ
ツ
語
と
し
て
一
般
化
し
始
め
て

い
た
「
社
会
的
」
と
い
う
語
で
、「
社
会
的
殺
人
」
や
「
社
会
戦
争
」
な
ど
の

造
語
を
次
々
と
登
場
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
の
テ
ク
ス
ト
は
、「
バ
ズ
る
」

要
素
が
満
載
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
言
葉
に
表
し
、
議
論
に
乗
せ
る
こ
と
で

　

そ
う
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
述
は
読
み
物
と
し
て
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
逆
に
言

え
ば
学
術
的
に
は
不
正
確
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
今
日
の
共
通
見
解
に
な
ろ

う
。
一
八
世
紀
イ
メ
ー
ジ
の
無
根
拠
な
美
化
や
、
工
業
化
と
労
働
者
の
階
級
意

識
成
立
と
の
因
果
関
係
な
ど
、
疑
問
点
は
複
数
浮
か
ぶ
。
で
は
、
結
局
彼
の
試

み
は
虚
構
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
か
？　

時
代
を
一
九
世
紀
後
半
に
進
め
る
と
し

よ
う
。
歴
史
学
者
の
中
村
勝
美
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

も
な
お
、
労
働
者
家
庭
の
人
間
は
生
存
し
難
い
環
境
下
に
あ
っ
た
（『�

保
護
と

遺
棄
の
子
ど
も
史 

』（
昭
和
堂
）
参
照
）。
本
格
的
な
公
的
支
援
の
拡
充
は
二
〇

世
紀
以
降
ま
で
待
た
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
政
策
実
現
の
前
段
階
と

し
て
、
当
時
の
医
師
に
よ
り
衛
生
状
態
改
善
の
必
要
が
説
か
れ
、
女
性
団
体
か

ら
は
、
女
性
に
家
事
育
児
の
責
任
を
押
し
付
け
る
歪
な
構
造
が
指
摘
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
議
論
の
さ
ら
に
前
段
階
と
し
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
社
会
問
題
に
光
を

あ
て
る
役
割
を
担
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

近
代
イ
ギ
リ
ス
を
巡
る
議
論
に
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
部
分
が
多
く
あ
る
。

社
会
は
鈍
重
な
歩
み
で
変
わ
り
ゆ
く
。
し
か
し
そ
の
微
々
た
る
変
化
は
、
悲
惨

を
憂
う
人
々
が
遺
し
た
、
た
し
か
な
痕
跡
の
結
果
な
の
で
あ
る
。�

（�

と
よ 

）
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私の本棚

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
？

　

3
月
号
で
『
同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て
』
を
紹
介
し
た
。
こ
の
作
品
中
に
主

人
公
の
少
女
セ
ラ
フ
ィ
マ
が
狙
撃
兵
と
な
る
過
程
で
入
学
し
た
訓
練
学
校
の
同

期
生
で
因
縁
の
相
手
と
も
い
う
べ
き
少
女
が
登
場
す
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の

オ
ル
ガ
だ
。
少
し
ネ
タ
バ
レ
を
す
る
と
、
オ
ル
ガ
は
ソ
連
の
思
想
警
察
側
の
ス

パ
イ
で
あ
り
、
同
期
生
た
ち
の
身
辺
調
査
と
監
視
の
た
め
に
入
っ
て
い
た
の
だ
。

彼
女
が
セ
ラ
フ
ィ
マ
を
扇
動
し
よ
う
と
し
て
述
べ
た
言
葉
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

誇
り
の
た
め
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
民
話
の
中
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
コ

サ
ッ
ク
が
悪
役
と
し
て
登
場
す
る
と
い
う
説
明
も
あ
る
。
何
故
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

ロ
シ
ア
か
ら
こ
の
よ
う
な
見
方
を
さ
れ
る
の
か
？　

　

ま
ず
は
『�

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
知
る
た
め
の
65
章 

』

（
明
石
書
店
）
を
読
む
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
域
の
概

要
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
ク
リ
ミ
ア
や

ド
ン
バ
ス
、
オ
デ
ッ
サ
な
ど
主
要
な
地
域
・
都
市

の
説
明
、
複
雑
な
人
口
形
態
、
豊
か
な
資
源
、
多
様
な
文
化
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
日
本
と
の
繋
が
り
に
至
る
ま
で
様
々
な
要
素
が
網
羅
的
に
記
さ
れ
て
い

る
。
印
象
的
な
の
は
、
ゴ
ー
ゴ
リ
や
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
な
ど
ロ
シ
ア
文
化
の
一

員
に
思
わ
れ
る
人
物
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
あ
る
こ
と
だ
。
つ
い
ロ
シ
ア
と
同

一
視
さ
れ
そ
う
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
そ
し
て
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
誇
り
」
は
何
故
隠

れ
て
話
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
う
少
し
深
く
見
て
い
こ

う
。

　

そ
こ
で
紹
介
し
た
い
の
が
『�

物
語
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史 

』（
中
公
新
書
）
で

あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
を
中
心
に
繁
栄
し
た
部
族
は
遠
く
ス
キ
タ
イ
人
に
ま

で
遡
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
や
ル
キ
ア
ノ
ス
の
歴
史
書
に
も
逸
話
の
残
る
こ
の
地
域

は
人
々
の
行
き
交
う
先
進
的
地
域
だ
っ
た
の
だ
。
や
が
て
こ
こ
に
キ
エ
フ
・
ル

ー
シ
公
国
が
築
か
れ
る
。「
モ
ス
ク
ワ
が
ま
だ
森
だ
っ
た
頃
に
キ
エ
フ
は
既
に

都
市
だ
っ
た
」
的
な
話
も
あ
る
よ
う
に
文
化
的
な
起
源
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
域
に

あ
っ
た
。
こ
の
公
国
が
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
入
に
よ
っ

て
瓦
解
し
た
後
、
こ
の
地
域
は
リ
ト
ア
ニ
ア
・
ポ

ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
分
割
さ
れ
て
統
治
さ
れ
る
。

　

東
西
か
ら
侵
入
し
た
他
民
族
が
支
配
者
と
し
て

統
治
す
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
郷
土
と
す
る
人
々
は
農
奴
と
し
て
抑
圧
さ
れ

困
窮
す
る
。
そ
れ
に
抵
抗
す
る
形
の
一
つ
が
コ
サ
ッ
ク
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
時

に
支
配
層
へ
の
反
乱
者
で
も
あ
り
、
時
に
支
配
層
の
た
め
に
戦
う
傭
兵
で
も
あ

っ
た
コ
サ
ッ
ク
。
毒
に
も
薬
に
も
な
る
こ
の
存
在
の
精
神
が
発
揮
さ
れ
た
局
面

に
つ
い
て
最
後
に
紹
介
し
た
い
。『�

マ
フ
ノ
叛
乱
軍
史 

』（
風
塵
社
）
は
ソ
連
成

立
に
至
る
過
程
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
起
き
た
大
規
模
な
叛
乱
を
分
析
し
た
書
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
革
命
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
権
力
を
握
っ
た
際
、
農
地
が
国
家
管

理
に
な
る
こ
と
に
失
望
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
農
民
の
不
満
を
汲
む
マ
フ
ノ
率
い
る

勢
力
は
、
帝
国
復
活
を
企
て
る
白
軍
を
蹴
散
ら
し
な
が
ら
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の

赤
軍
と
も
戦
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
マ
フ
ノ
軍
は
敗
走
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ソ

連
邦
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
だ
が
、
自
ら
の
土
地
に
対
す
る
愛
着
と
、
支

配
の
手
を
伸
ば
し
て
く
る
周
辺
を
頑
強
に
拒
む
彼
の
戦
い
方
は
歴
史
上
何
度
も

繰
り
返
さ
れ
た
コ
サ
ッ
ク
の
反
乱
の
再
来
で
あ
り
、
オ
ル
ガ
の
言
う
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
誇
り
」
を
体
現
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

支
配
者
の
意
を
汲
む
よ
う
な
姿
勢
を
見
せ
つ
つ
も
、
態
度
次
第
で
別
の
勢
力

に
つ
い
た
り
反
乱
を
起
こ
す
不
穏
分
子
。
権
力
側
の
ス
パ
イ
と
し
て
動
い
て
い

た
オ
ル
ガ
も
、
上
司
か
ら
は
そ
ん
な
風
に
見
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

弱
い
な
が
ら
も
強
か
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
。（�

ね
こ 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
京
大
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
面
白
か
っ
た
で
す
。

作
家
の
方
の
大
学
時
代
の
話
は
、
共
感
で
き
る
部
分

が
あ
っ
て
親
近
感
を
感
じ
ま
し
た
！

�

（�

法
科
大
学
院
・
大
三
元 

）

―
―
今
回
の
特
集
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
平
野
啓
一
郎

さ
ん
か
ら
は
、
本
当
に
多
く
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
委
員
と
し
て
、
感
謝
し
て
も
し
切

れ
ま
せ
ん
。
編
集
を
担
当
し
た
委
員
に
よ
る
と
、
泣

く
泣
く
活
字
に
で
き
な
か
っ
た
内
容
も
沢
山
あ
る
そ

う
で
す
。
京
大
生
と
し
て
、
作
家
と
し
て
の
平
野
さ

ん
を
知
る
と
、
彼
の
作
品
の
ち
ょ
っ
と
し
た
場
面
の

新
た
な
読
み
方
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

○
京
大
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
面
白
か
っ
た
の
で
第

二
弾
以
降
も
楽
し
み
で
す
。�

（�

農
・
ス
ミ
レ 

）

―
―
ご
感
想
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

委
員
だ
け
で
は
な
く
、
生
協
各
店
舗
の
方
々
と
も
連

携
し
て
行
わ
れ
た
今
回
の
試
み
。
こ
う
し
て
好
評
の

声
を
聞
け
る
の
も
、
皆
様
方
の
お
か
げ
で
す
。
次
回

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
と
、
こ
こ

に
書
か
せ
て
下
さ
い
。）
次
は
何
方
の
お
話
が
聞
け

る
か
、
予
想
し
な
が
ら
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。�

（�

と
よ 

）

　今年度から編集委員を務めさせていただき
ますはらんです。
　葉

は ら ん

蘭は笹のような葉をもつ植物です。お寿
司の下に敷かれているのを目にしたことがあ
るかもしれません。多年草であるうえに、乾
燥や日陰にも強いタフガイです。そんななの
に、呼び名は“はらん”――今にも散ってし
まいそうなかよわい響き。
　私が葉蘭を知ったのは小学 4年生のとき。
一緒に習字を習っていたおばあさんが、教室
の庭に茂っていたその植物を手いっぱい手折
ってきたのです。「おにぎりを包んだり、お
刺身を置いたりするのよ。」大きくて固そう
なこの葉が、食材を包むためにしなり、目を
悦ばすために使われるなんて……。葉蘭を目
にする度、墨と青くささが入り混じった香り
とともに、その時の感慨を思い出します。
　何もできないまま、あっという間に修士 2
年生になってしまいました。情けないことに
本を読むのは遅いし、文章を書くのも下手。
それでも、綴葉と読者の皆さんと一緒に成長
していければと思っています。日々不安に苛
まれる昨今、葉蘭のような力強さと、他者を
包み込むしなやかな優しさをもって生きてい
きたいものです。� （�はらん ）

当てよう！図書カード編集後記
　青緑の葉をつけた木々、濃い水色の空、太
陽や土の匂いから、もう夏に近づいているこ
とを気付かされますね。
　今回の特集では、大学生活がテーマでした
が、文豪たちのなかで、中等科時代に二度落
第したのは誰でしょう。
　1．志賀直哉　　　2．芥川龍之介
　3．内田百閒　　　4．川端康成
� （�トントゥ ）
《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 6月 15 日です。

《1・2月号の解答》1・2 月号の問題の正解は、
1．のベイブレードでした。ちなみに 2002 年
には、同号の特集でお話いただいた平野啓一
郎さんの歴史小説『葬送』が単行本化されて
います。図書カードの当選者は、nao さん、
ヤキトリさん、天の川さん、スミレさん、中
嶋イルージョンさんの 5名です。ご当選おめ
でとうございます！� （�とよ ）


